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令和５年度 東小学校の研究 

１ 研究主題 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

 本校では、教育理念に「教育とは、児童の無限の可能性を拓く営みである。自立と創造

を基盤に、体系的・組織的な教育活動を通して、知・徳・体のバランスの取れた質の高い

教育を提供する責務がある。児童生徒の可能性を信じ、日々研究と修養に励み、説明責任

を果たし、開かれた信頼される学校教育を創造する。」を掲げ、目指す子ども像を「深く考

え 心豊かで ねばり強い 東の子」として、今年度の教育活動をスタートさせたところであ

る。 

 また、校内研究に関しては、昨年度、「自ら考え、主体的に学び合う子どもの育成 ～『わ

かる』『できる』『活かす』算数科の授業を目指して」を主題として、４年次計画の研究を

まとめとばかりである。４年間の研究を通して、各学級で児童の実態に合わせた取組が行

われ、授業の改善や工夫が図られたが、自分の考えをわかりやすく説明したり、友達の考

えをかわりに説明したりすることについて課題も残された。 

 そこで、４年間でつくり上げてきた「わかる」「できる」「活かす」の学習の流れを土台

として、更なる子ども達の資質・能力の向上を目指し、研究主題を「学びに向かう力の育

成」と設定した。また、「豊かな感覚力」・「深い考察力」・「的確な表現力」の３点を、本校

の「学びに向かう力」の重点として追究し、算数科の授業を通して３年次計画で研究を進

めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びに向かう力の育成 

「豊かな感覚力」・「深い考察力」・「的確な表現力」を育む算数科の授業を目指して 

児童の実態 

「学びに向かう力の育成」 

① 豊かな感覚力 

② 深い考察力 

③ 的確な表現力 

個の活動は得意だが、相手がいると苦手。



３ 目指す子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４ 目指す授業像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えをもち、表現し、共に学び合う中で、問題を多面的に捉えようとする

子ども 

数量や図形についての感覚を豊かにするとともに、自分の考えを的確に表現し交

流する中で、学習内容の定着を図り、新たな気付きに出会える授業 

◆学びの過程◆ 

問題 課題 自力解決 適用・練習問題 交流 まとめ 

豊かな感覚力 

答えは○○くらい。 

△算が使えそう。 

分けてみたら・・・。 

考え方の見通しをもつ 

深い考察力・的確な表現力 

式を使って解き方を考えよう。 

図を使うと分かりやすい。 

他の方法はないか。 

自分の考えを発信・他者の考えを受信する。 

考え方を一般化させる。 

学習内容の定着を

確認し、活用でき

るように広げる。 

学びに向かう力 

数量や図形についての

感覚（既習事項、基礎

的・基本的な概念や性

質の理解など）を豊か

にする。 

見通しをもち、筋道を

立てて考える力。既習

の内容と結び付けた

り、発展的に考えたり

することで、問題を多

面的に捉えていく。 

自分の考えを簡単に、

分かりやすく伝えるた

めの方法を的確に選択

し表す。 

① 豊かな感覚力 ② 深い考察力 ③ 的確な表現力 

学び合い 

振り返り→フィードバック・・・学習のどの場面でも可能 



・指導の個別化 

・学習の個性化 

例：知識や技能の習得 

  調べ学習 

  個々の活動 

異なる考え方を多様な人々

と協働して、より良い学びに

つなげる。 

例：話し合い・交流 

  グループ発表など 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の仮設 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究内容 

 

 

 

 

 

 

（１）数量や図形についての感覚を豊かにすることで、問題の解き方や答えの見 

通しをもち、主体的に課題に取り組むことができるであろう。 

（２）図や式などを使って自分の考えを的確に表現し交流することで、学習内容 

の定着を図り、多面的な考え方ができるであろう。 

（１）数量や図形についての感覚を豊かにするための導入・問題提示の工夫 

（２）課題に対し見通しをもち，筋道を立てて考えるための場面の設定と工夫 

（３）交流場面で自分の考えを発信するための表現の手立てを増やす工夫 

一人一台端末の活用 

◆深い学びの学習スタイル◆ 

相互に協力しながら共通の

目標や課題を達成する。 

主体的・対話的で深い学び 

協働的な学び 個別最適な学び 

子ども一人ひとりにあった

柔軟な学習方法。 

個別の活動や学びが、他者と関わ

り合いながら広がり、深まってい

く。そのツールの一つとして ICT

端末を活用していく。 


